
　
　
　
後
期テ
ィ
リ
ツ
ヒ
に
お
け
る
　
　
　
　
　
　
た
。
曰
く
、
そ
れ
は
信
仰
者
だ
け
が
抱
き
う
る
「
物
語
」
で
は
な
い
の
か
。

　　　　　　　　　　歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
　
　
佃
難
難
籍
難
腰
鑓
講
嚢
馨
剛
続
鍔

　
　
　
　
　
　
　
　
　ー

問
い
の
構
造
に
つ
い
て
ー
　
　
　
　
　
　
る
と
、
単
純
に
「
歴
史
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
超
え
て
・
相
当
な
議

　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼

頭

葉

子
　
騨
踵
藷
盤
顎
融
購
器
齢
綻
柵
離
藷
鱒

　
　序
問
い
に
我
々
が
答
え
て
い
く
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
本
稿
の
議
論
を
行
い
た
い
。

　
「
全
体
と
し
て
の
歴
史
と
は
何
か
」
、
あ
る
い
は
「
歴
史
は
ど
こ
へ
向
か
　
　
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
「
歴
史
」
と
い
う
語
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
の
か
」
。
こ
の
よ
う
な
問
い
は
、
二
十
世
紀
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
、
歴
　
　
て
、
何
を
指
さ
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
歴
史
そ
の
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

史学
・
哲
学
、
ま
た
神
学
に
お
い
て
も
大
い
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
関
す
る
問
い
」
と
は
何
か
を
、
す
な
わ
ち
問
い
の
構
造
を
掘
り
下
げ
、
定

　
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
（
一
八
八
六
～
一
九
六
五
）
も
、
主
著
『
組
織
　
　
式
化
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

神学
』
（
全
三
巻
、
一
九
五
一
～
一
九
六
三
）
中
の
「
歴
史
と
神
の
国
」
と
　
　
　
な
お
本
稿
で
は
、
問
い
の
構
造
に
つ
い
て
の
探
求
が
目
的
で
あ
る
の
で
、

題さ
れ
る
最
終
部
に
お
い
て
、
歴
史
に
関
す
る
問
い
と
そ
の
答
え
に
つ
い
　
　
答
え
の
部
分
に
関
し
て
は
、
問
い
に
対
応
す
る
形
で
、
す
な
わ
ち
「
い
か

　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
リ

て論
じ
て
い
る
。
『
組
織
神
学
』
は
、
状
況
か
ら
提
出
さ
れ
た
問
い
（
「
歴
　
　
に
し
て
」
答
え
が
与
え
ら
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
か
、
と
い
う
範
囲
に
限
っ

史
」
）
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
象
徴
（
「
神
の
国
」
）
を
解
釈
す
る
こ
と
　
　
て
取
り
扱
う
。
し
た
が
っ
て
、
答
え
に
あ
た
る
「
神
の
国
」
の
具
体
的
内

で
答え
る
と
い
う
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
こ
の
　
　
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
示
唆
に
と
ど
め
、
別
に
機
会
を
待
つ
こ
と
と

問
い
は
単
純
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
「
歴
史
と
は
何
か
」
が
間
わ
れ
て
い
　
　
し
た
い
。

る
の
で
は
な
い
。
正
確
に
そ
の
文
意
を
汲
む
な
ら
ば
、
「
状
況
か
ら
提
出
さ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

れ
縫
灘
誰
燗
縮
欝
湾
勃
諺
．
霞
貿
幾
　
＝
歴
史
」
・
は
何
を
意
味
す
る
か

そ
の
理
由
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
二
十
世
紀
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
リ
ス
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
う
「
歴
史
」
の
概
念
と
は
何
か
を
考
え
る
と
き
、
重

ト
教
的
な
」
歴
史
観
は
前
世
紀
ま
で
の
遺
物
と
し
て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
　
　
要
と
な
る
の
は
あ
ら
ゆ
る
実
在
が
持
っ
て
い
る
「
時
間
」
で
あ
る
。
テ
ィ

後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
二
】



一
二
二

リ
ッ
ヒ
は
「
前
後
関
係
を
持
つ
時
聞
」
を
、
「
歴
史
」
の
概
念
を
支
配
す
る
　
　
化
」
と
定
義
さ
れ
る
。
仮
に
「
生
」
を
「
生
命
あ
る
も
の
」
と
定
義
す
れ

範
疇と
し
て
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
例
え
ば
あ
る
一
　
　
　
ば
、
無
機
的
自
然
が
排
除
さ
れ
る
し
、
「
生
」
を
「
人
間
の
生
」
と
定
義
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

定
時間
を
生
き
る
人
間
の
一
生
は
「
歴
史
」
で
あ
る
の
か
。
植
物
の
生
成
　
　
れ
ば
、
動
植
物
な
ど
も
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
そ

から
消
滅
の
過
程
は
「
歴
史
」
と
い
え
る
の
か
。
宇
宙
全
体
の
発
展
プ
ロ
　
　
の
よ
う
な
生
の
定
義
は
回
避
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
全
て
「
存
在
す
る
」

セ

スも
ま
た
「
歴
史
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
　
　
も
の
は
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
（
可
能
的
）
存
在
と
現
実
的
存
在
と
の
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
の
例
も
そ
れ
ぞ
れ
消
極
的
に
「
可
能
的
に
は
歴
史
」
で
あ
る
と
い
う
。
　
　
　
の
在
り
方
を
す
る
。
つ
ま
り
「
生
」
は
、
単
に
可
能
的
な
も
の
に
と
ど
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
ぜ
消
極
的
な
の
か
。
い
か
な
る
理
由
で
、
「
可
能
的
な
歴
史
」
で
し
か
な
　
　
ら
ず
、
存
在
が
現
実
化
し
た
状
態
、
あ
る
い
は
現
実
化
す
る
運
動
を
指
す
。

い
の

だろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
人
間
、
植
物
、
宇
宙
　
　
　
そ
し
て
全
て
存
在
す
る
も
の
は
、
二
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
存
在
の
本
質

も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
生
（
ま
①
）
ま
た
は
実
在
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
　
　
的
要
素
な
ら
び
に
実
存
的
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
質
的
要

た

の

かを
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
と
は
、
創
ら
れ
た
も
の
は
本
来
み
な
善
い
、
と
い
う
創
造
の
善
性
に
由

　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
生
・
実
在
を
、
複
数
の
「
次
元
」
の
統
一
と
い
う
メ
　
　
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
完
全
に
本
質
的
要
素
か
ら
成
る
存
在
は
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
「
次
元
」
は
、
互
い
に
衝
突
　
　
　
実
的
存
在
つ
ま
り
実
際
の
生
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
実
際
の
生
は
、

し
た
り
、
支
配
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
関
係
で
は
な
く
、
あ
る
次
元
が
優
勢
　
　
　
現
実
化
す
る
（
創
造
さ
れ
る
）
と
同
時
に
、
実
存
の
条
件
す
な
わ
ち
時
間
・

な
領
域
で
も
、
他
の
次
元
も
可
能
的
・
潜
在
的
に
は
存
在
し
う
る
。
具
体
　
　
空
間
と
い
っ
た
有
限
性
に
従
う
こ
と
に
な
り
、
本
質
的
要
素
か
ら
疎
外
さ

的
に
は
、
鉱
物
な
ど
の
「
無
機
的
次
元
」
・
生
物
の
「
有
機
的
次
元
」
・
内
　
　
　
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
本
質
的
・
実
存
的
要
素
の
具
体
的
な
現
れ
方
と

的
知
覚
が
現
実
化
す
る
「
心
理
的
次
元
」
・
人
格
的
存
在
と
し
て
の
人
間
が
　
　
　
し
て
、
「
可
能
的
な
も
の
の
現
実
化
」
と
い
う
生
の
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。

現実
化
す
る
「
精
神
の
次
元
」
・
人
間
の
生
に
お
い
て
完
全
に
実
現
さ
れ
る
　
　
実
存
の
条
件
の
下
、
現
実
化
し
た
存
在
は
歪
曲
さ
れ
、
変
容
し
消
滅
し
た

「歴
史
的
次元
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
生
・
実
在
理
解
を
、
彼
は
「
生
　
　
り
は
す
る
も
の
の
、
本
質
的
要
素
を
完
全
に
無
く
し
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

の多
次
元
的
統
一
」
（
ヨ
巳
自
島
ヨ
①
昌
ω
同
o
昌
巴
q
巳
け
矯
o
h
年
Φ
）
と
呼
ん
で
い
　
　
　
つ
ま
り
、
現
実
化
し
た
存
在
、
実
際
の
生
は
、
「
実
存
的
要
素
と
本
質
的
要

る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
「
最
高
位
の
次
元
」
と
さ
れ
る
「
歴
史
的
次
　
　
　
素
の
混
合
」
と
い
わ
れ
る
（
目
匪
o
げ
ロ
8
ω
］
も
U
°
°
。
O
－
°
。
b
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

元
」
も
ま
た
、
生
の
す
べ
て
の
領
域
に
可
能
的
に
は
存
在
す
る
こ
と
に
な
　
　
　
し
か
し
歴
史
的
次
元
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
本
来
の
意
味
を
持
つ
の
は
、

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
人
間
の
歴
史
」
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
歴
史
的
次
元
は
「
人
間
の
歴
史
」

　ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
こ
こ
で
い
う
「
生
」
と
は
、
「
可
能
的
存
在
の
現
実
　
　
　
に
お
い
て
完
全
に
現
実
化
す
る
、
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
指
摘
す
る
。
例
え
ば



蠣
隷
難
難
離
雛
鰐
騒
翻
誕
瑞
護
行
一
　
ニ
テ
・
リ
ッ
ヒ
の
「
人
間
の
歴
史
」
の
特
徴
に
つ
い
て

歴
史的
次
元
を
先
取
り
的
な
（
餌
昌
幽
o
甘
四
賦
嶺
α
q
）
仕
方
で
表
し
て
は
い
る
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
「
人
聞
の
一
生
」
は
、
可
能
的
に
し
か
「
歴
史
」

が
、
完
全
に
実
現
は
し
て
い
な
い
。
動
植
物
の
生
成
や
進
化
、
宇
宙
の
発
　
　
で
は
な
い
。
個
人
の
生
は
、
単
独
で
「
歴
史
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。

展は
あ
く
ま
で
歴
史
的
次
元
を
先
取
り
し
た
形
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
　
　
　
た
と
え
偉
人
伝
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
テ
ィ
リ
ッ

「
人間
の
歴
史
」
あ
る
い
は
「
固
有
の
歴
史
」
（
ぽ
ω
8
q
肩
8
①
H
）
、
す
な
　
　
ヒ
は
「
人
間
の
歴
史
」
と
い
う
概
念
を
挙
げ
、
こ
れ
は
「
歴
史
で
あ
る
」

わ
ち
人
間
の
過
去
か
ら
未
来
へ
の
過
程
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
と
ど
ま
る
。
「
前
　
　
と
い
う
。
「
人
間
の
一
生
」
と
は
異
な
る
「
人
間
の
歴
史
」
と
は
何
だ
ろ
う

後関
係
を
持
つ
時
間
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
人
間
の
歴
史
と
特
性
　
　
　
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
共
有
す
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
次
元
は
本
来
の
意
味
を
持
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
多
次
元
的
統
一
」
の
生
の
構
造
に
よ
れ
ば
、
人
間
は

たな
い
。
つ
ま
り
あ
る
植
物
の
個
体
の
出
生
か
ら
消
滅
の
過
程
が
、
植
物
　
　
　
一
生
物
で
あ
り
、
傾
向
や
衝
動
な
ど
心
理
学
的
素
質
を
備
え
た
存
在
で
あ

そ
の
も
の
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
、
プ
ロ
セ
ス
に
　
　
り
、
人
格
的
・
社
会
的
存
在
で
も
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
「
人
間
の
歴
史
」

何ら
か
の
意
味
を
付
与
す
る
の
は
人
間
の
側
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
　
　
を
特
に
歴
史
理
解
の
中
心
に
お
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
人
間
の
歴
史
で
は

ヘ

　　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
と
っ
て
の
意
味
、
人
間
の
歴
史
意
識
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
テ
ィ
　
　
「
精
神
の
次
元
」
が
有
効
に
働
き
、
歴
史
的
次
元
が
完
全
に
実
現
さ
れ
る
か

リ
ッ
ヒ
は
歴
史
と
自
然
を
区
別
し
、
人
間
の
歴
史
を
特
別
な
地
位
に
置
く
　
　
ら
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
い
う
人
間
の
歴

が
、
歴
史
と
自
然
と
は
、
「
多
次
元
的
統
一
」
の
観
点
に
よ
り
、
完
全
に
切
　
　
史
と
は
、
人
格
的
・
社
会
的
次
元
（
1
1
精
神
の
次
元
）
を
踏
ま
え
た
う
え

り
離
さ
れ
た
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
のよ
う
に
、
プ
ロ
セ
ス
に
意
味
を
付
与
す
る
人
間
の
存
在
が
、
完
　
　
　
　
で
は
歴
史
的
次
元
と
精
神
の
次
元
の
違
い
は
端
的
に
何
で
あ
ろ
う
か
。

全
に

現
実
化し
た
歴
史
の
条
件
と
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
植
物
や
宇
宙
　
　
　
精
神
の
次
元
に
お
い
て
は
、
人
格
と
共
同
体
が
成
立
す
る
。
さ
ら
に
歴
史

の

発
展
過程
は
「
可
能
的
に
歴
史
」
で
し
か
な
い
。
さ
ら
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
　
　
的
次
元
で
は
、
個
別
的
・
現
在
的
な
特
定
の
人
格
や
共
同
体
に
と
ど
ま
ら

が

「
人間
の
歴
史
」
と
い
う
と
き
、
「
人
間
」
は
単
独
の
個
人
を
想
定
し
て
　
　
ず
、
過
去
か
ら
現
在
を
含
め
未
来
へ
と
至
る
射
程
を
備
え
た
人
格
・
共
同

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
章
で
詳
し
く
み
て
お
こ
　
　
体
が
想
定
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
特
定
の
時
間
・
空
間
に
現

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
す
る
人
格
や
共
同
体
の
物
語
は
、
そ
の
個
体
の
消
滅
と
共
に
失
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
個
別
性
・
現
在
性
を
超
え
て
、
歴
史
意
識
に
よ
っ

後
期テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
三



＝
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
り

て自
ら
の
背
負
っ
た
過
去
を
認
識
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
未
来
を
創
り
だ
　
　
で
「
新
し
い
意
味
の
実
現
」
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
テ
ィ

そ
う
と
す
る
人
間
の
行
為
に
お
い
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
い
う
歴
史
的
次
元
　
　
　
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
学
的
な
認
識
の
問
題
、
す
な
わ
ち
そ
も
そ
も
「
過

が
、
完
全
な
形
で
現
実
化
す
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
的
過
去
は
単
に
　
　
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
（
げ
碧
b
①
巳
ロ
α
q
も
8
ロ
巨
Φ
昌
8
）
」
が
、
「
歴
史
的
出
来

起こ
っ
た
こ
と
の
集
積
で
は
な
く
、
人
が
属
す
る
共
同
体
の
伝
統
や
記
憶
　
　
　
事
（
Φ
＜
Φ
口
け
）
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
容
の
背
景
に
は
、

であ
っ
て
、
過
去
を
所
有
す
る
と
は
、
伝
統
や
記
憶
を
共
に
持
つ
こ
と
、
　
　
　
人
間
の
「
歴
史
意
識
」
の
介
在
が
あ
る
。
あ
る
事
件
は
、
そ
れ
が
重
要
で

共同
体
に
お
け
る
生
を
生
き
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
人
間
存
在
は
、
過
　
　
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
出
来
事
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

去を
背
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
共
同
体
の
生
を
生
き
、
さ
ら
に
未
来
　
　
　
こ
の
重
要
性
と
は
、
個
人
に
と
っ
て
の
主
観
的
重
要
性
で
は
な
く
、
共
同

へ向
か
う
在
り
方
が
可
能
で
あ
る
。
「
歴
史
は
共
同
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
　
　
体
の
中
で
共
有
さ
れ
る
客
観
的
重
要
性
で
あ
る
、
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
指
摘

る
」
（
目
自
9
ロ
㊤
O
ω
］
も
”
b
O
c
。
－
ω
H
ω
）
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
述
べ
て
い
る
の
　
　
す
る
。
「
歴
史
意
識
は
、
そ
れ
自
身
を
伝
統
の
中
に
、
す
な
わ
ち
世
代
か
ら

は
、
こ
の
よ
う
な
内
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
個
人
は
共
同
体
を
媒
介
と
　
　
世
代
へ
と
受
け
渡
さ
れ
た
一
連
の
記
憶
の
中
に
表
現
す
る
」
（
目
罠
9

し
て
、
世
界
全
体
へ
関
わ
り
、
過
去
か
ら
未
来
を
含
む
時
間
的
な
射
程
を
　
　
ロ
㊤
①
ω
］
も
．
°
。
8
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
歴
史
意
識
」
と
は
、
記

獲得
す
る
。
共
同
体
に
お
け
る
生
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
至
る
時
間
的
　
　
憶
・
伝
統
の
中
で
生
じ
て
お
り
、
共
通
の
伝
統
を
維
持
し
、
ま
た
伝
統
に

広
が
り
を
持
ち
、
さ
ら
に
個
人
か
ら
集
団
ま
で
の
空
間
的
広
が
り
を
備
え
　
　
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
共
同
体
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
意

る
と
想
定
さ
れ
る
。
個
人
は
単
独
の
個
と
し
て
で
は
な
く
、
共
同
体
を
通
　
　
識
は
、
共
同
体
に
と
っ
て
の
重
要
性
に
基
づ
い
て
、
あ
る
過
去
に
起
こ
っ

し
て
、
自
ら
を
取
り
巻
く
世
界
と
関
わ
り
を
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。
個
人
　
　
　
た
こ
と
を
歴
史
的
出
来
事
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

と
共
同
体
（
集
団
）
は
、
両
者
の
ど
ち
ら
を
欠
い
て
も
成
り
立
ち
得
な
い
、
　
　
歴
史
意
識
と
は
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
個
人
が
い
か
な
る
記
憶
・
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
り

相
互
依
存
関
係
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
基
づ
い
て
育
ま
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
共
同
体
に
身
を
置

　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
い
う
、
人
間
の
歴
史
（
精
神
の
次
元
を
前
提
と
し
て
成
　
　
い
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
の
認
識
と
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

立
する
歴
史
的
次
元
）
は
、
共
同
体
に
お
け
る
生
な
ら
び
に
、
過
去
か
ら
　
　
　
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
ど
こ
か
ら
」
と
い
う
自
己
の
起
源
に
つ
い
て
の
気
づ

未来
へ
至
る
時
間
的
な
射
程
を
意
味
す
る
と
、
先
に
筆
者
は
解
釈
し
た
。
　
　
　
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
識
は
個
人
が
抱
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の

さ
ら
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
歴
史
と
は
、
「
新
し
い
も
の
が
創
造
さ
れ
る
次
元
」
　
　
起
源
へ
の
意
識
は
、
「
我
々
の
」
起
源
で
も
あ
る
。
と
は
い
え
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

（目自
9
冨
①
ω
］
も
’
謡
）
と
定
義
す
る
。
歴
史
的
次
元
に
お
い
て
は
、
人
　
　
　
は
、
伝
統
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
述
べ
て
い
な
い
。

間
の
自
由
ま
た
個
別
性
ゆ
え
に
、
人
格
に
と
っ
て
の
、
何
ら
か
の
一
回
的
　
　
す
で
に
我
々
が
あ
る
伝
統
の
中
に
あ
る
こ
と
、
気
づ
け
ば
伝
統
へ
と
投
げ



込ま
れ
て
い
る
こ
と
を
前
理
解
と
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
　
　
く
、
「
両
義
性
の
中
で
現
れ
た
」
実
際
の
生
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
義
性
を

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
れ
え
な
い
生
の
過
程
で
、
自
己
統
合
の
は
た
ら
き
は
、
統
合
に
失
敗
し
、

　
「
人
間
の
歴
史
」
は
、
人
間
が
人
格
と
し
て
、
共
同
体
の
中
で
生
き
て
い
　
　
中
心
た
る
自
己
が
崩
壊
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
自
己
創
造
に
お
い
て
、

こ
う
と
す
る
営
み
で
あ
る
。
ま
た
未
来
へ
向
か
っ
て
、
過
去
か
ら
の
自
分
　
　
古
い
も
の
の
死
が
同
時
に
新
し
い
も
の
の
誕
生
で
も
あ
る
、
と
い
う
事
実

を
含
み
つ
つ
自
ら
を
更
に
新
し
く
し
て
い
く
人
格
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
　
　
　
に
よ
っ
て
、
自
己
の
中
心
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
崇
高
な

る
。
以
上
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
い
う
「
人
間
の
歴
史
」
の
特
性
と
考
え
ら
れ
　
　
も
の
へ
到
達
し
え
ず
に
、
自
己
超
越
は
俗
化
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
「
生
の
両
義
性
」
、
殊
に
歴
史
的
次
元
に
お
け
る
生
の
両
義
性
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

三

テ・
リ
ッ
ヒ
の
髪
に
関
す
る
問
い
　
　
溜
射
雛
鰐
諏
肇
欝
動
巽
藍
壽
召
”

　
では
概
観
し
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
い
う
「
人
間
の
歴
史
」
に
関
し
て
、
何
　
る
）
。
そ
れ
な
ら
ば
、
生
の
両
義
性
と
は
ど
の
よ
う
な
「
問
い
」
で
あ
る
の

が問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
人
間
が
い
か
に
し
て
、
生
の
両
義
性
が
も
た
ら
す

　テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
生
の
過
程
す
な
わ
ち
「
可
能
的
存
在
の
現
実
化
」
に
　
　
歴
史
の
悲
劇
性
を
解
決
し
う
る
の
か
と
い
う
問
題
と
し
て
捉
え
て
よ
い
も

つ
い
て
、
中
心
を
失
わ
ず
に
前
方
へ
と
向
か
う
運
動
、
と
い
う
動
的
な
構
　
　
　
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

造
と
し
て
定
義
し
て
い
た
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
生
は
「
自
己
統
合
」
　
　
　
生
の
両
義
性
は
、
歴
史
的
次
元
に
お
い
て
も
現
れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に

（ω①零
貯
け
Φ
噴
騨
け
δ
詳
）
・
「
自
己
創
造
」
（
ω
Φ
示
臼
＄
瓜
8
）
・
「
自
己
超
越
」
　
　
　
よ
れ
ば
、
時
間
と
は
過
去
か
ら
未
来
へ
と
不
可
逆
に
前
進
す
る
範
疇
で
あ

（ωΦ
一
h
8
け
『
9
0
口
ω
O
O
昌
創
Φ
昌
O
Φ
）
の
一
二
つ
の
機
能
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
（
動
　
　
る
ゆ
え
、
歴
史
は
絶
え
ず
新
し
い
も
の
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
く
。
さ

態
）
と
し
て
捉
え
ら
叛
観
。
し
か
し
生
の
過
程
は
、
常
に
よ
り
よ
い
も
の
　
　
ら
に
、
「
歴
史
は
、
生
の
全
て
の
過
程
を
通
し
て
、
成
就
に
向
か
っ
て
進
む
」

に
向
か
っ
て
自
己
統
合
し
、
自
己
創
造
し
、
自
己
超
越
し
、
完
全
な
も
の
　
　
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
本
来
は
、
普
遍
的
で
完
全
な
正

に
な
っ
て
い
く
と
は
限
ら
な
い
。
全
て
の
生
は
、
本
質
的
要
素
と
実
存
的
　
　
義
に
よ
る
統
合
へ
、
ま
た
完
全
な
新
し
さ
・
究
極
的
な
成
就
へ
向
か
う
は

要素
と
の
混
合
ゆ
え
、
肯
定
的
な
も
の
と
否
定
的
な
も
の
が
不
可
分
に
生
　
　
　
ず
の
歴
史
も
、
両
義
性
の
下
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
歴
史
に
お
け
る
生
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
セ
リ

じ
る
両
義
性
（
9
。
喜
団
α
q
巨
蔓
）
を
持
つ
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
い
う
。
つ
ま
り
　
　
義
性
が
も
た
ら
す
数
々
の
悲
劇
は
続
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
理
念
に

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
問
題
に
す
る
生
と
は
、
完
全
な
本
質
に
お
け
る
生
で
は
な
　
　
基
づ
い
て
統
合
さ
れ
た
は
ず
の
帝
国
に
よ
る
破
壊
・
抑
圧
や
、
本
来
の
統

後
期テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



＝
一
六

合
の

理
念
の卑
俗
化
、
ま
た
革
命
に
伴
う
粛
正
や
反
動
な
ど
の
闘
争
は
、
　
　
　
以
外
に
も
あ
り
得
よ
う
。
実
際
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
こ
の
問
い
へ
の
態
度
を

実
際
の
歴
史
的
出
来
事
に
お
い
て
絶
え
ず
起
こ
っ
て
き
た
。
官
僚
社
会
に
　
　
二
つ
に
分
類
す
る
。

おけ
る
個
人
の
参
与
の
縮
小
化
も
ま
た
今
日
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
　
　
　
ま
ず
、
「
神
の
国
」
以
外
の
何
も
の
か
を
積
極
的
な
答
え
と
す
る
態
度
が

究
極
的
な
も
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
、
と
い
う
幻
想
か
ら
来
る
現
　
　
あ
る
。
例
え
ば
「
進
歩
主
義
」
は
、
無
限
の
進
歩
自
体
が
歴
史
の
意
味
を

状
の
自
己
絶
対
化
、
す
な
わ
ち
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
が
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
　
　
明
ら
か
に
し
、
ま
た
歴
史
の
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
歴
史
解
釈
で
あ
っ
た
。

ら
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
対
す
る
失
望
も
生
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
態
は
、
歴
　
　
歴
史
に
お
け
る
生
は
、
常
に
進
歩
し
続
け
る
こ
と
に
そ
の
重
要
性
が
あ
る

史
の

両
義性
を
免
れ
る
こ
と
な
い
生
な
ど
無
意
味
で
は
な
い
か
と
い
う
思
　
　
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
の
内
で
両
義
性
が
克
服
さ
れ
た
状
態
を
想
定
す

いを
、
我
々
に
抱
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
危
惧
す
る
よ
　
　
　
る
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
」
や
、
す
で
に
救
済
が
到
来
し
た
場
と
し
て
歴
史

う
に
、
歴
史
は
否
定
的
で
希
望
な
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
。
数
々
の
過
ち
　
　
を
捉
え
る
「
超
越
的
歴
史
観
」
な
ど
も
、
歴
史
に
積
極
的
な
意
味
を
見
出

が
繰り
返
さ
れ
、
歴
史
は
た
だ
破
滅
へ
と
ひ
た
走
る
の
み
で
は
な
い
の
か
。
　
　
し
て
は
い
る
。
が
そ
う
い
っ
た
歴
史
観
か
ら
は
、
改
革
や
待
望
に
よ
っ
て

こ
う
い
っ
た
懐
疑
は
、
現
在
の
我
々
に
も
切
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
テ
ィ

　そ
れ
ゆ
え
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
以
下
の
よ
う
に
問
い
を
立
て
る
の
で
あ
　
　
リ
ッ
ヒ
は
こ
れ
ら
歴
史
観
を
否
定
し
、
歴
史
の
意
味
の
問
い
に
対
す
る
「
積

る
。
「
歴
史
」
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
生
の
意
味
は
可
能
で
あ
る
の
か
否
　
　
極
的
だ
が
不
適
切
な
答
え
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
目
霞
o
げ
［
H
㊤
①
ω
H

か
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
問
い
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
生
の
両
義
性
を
機
縁
　
　
b
P
ω
器
1
ω
㎝
①
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

と
し
た
「
歴
史
の
意
味
の
問
い
」
な
の
で
あ
る
。
歴
史
ー
共
同
体
に
お
　
　
　
一
方
、
歴
史
の
意
味
の
問
い
自
体
を
問
わ
な
い
消
極
的
立
場
も
あ
る
だ

い

て

過
去
から
未
来
へ
と
向
か
う
個
人
の
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
ー
は
、
　
　
ろ
う
。
し
か
し
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
こ
れ
も
「
非
歴
史
型
歴
史
罐
」
と
よ
び
、

実
存
の
構
造
に
ど
の
よ
う
な
重
要
性
を
も
っ
て
組
み
込
ま
れ
、
実
存
に
　
　
歴
史
の
内
に
も
上
に
も
目
標
が
な
く
、
こ
の
場
合
の
「
歴
史
」
は
、
個
人

と
っ
て
、
歴
史
は
い
か
な
る
意
味
が
可
能
で
あ
る
の
か
。
「
歴
史
の
意
味
の
　
　
が
自
ら
の
人
格
的
生
の
永
遠
な
る
目
標
を
知
ら
ず
に
生
き
る
「
場
」
と
な
っ

問
い
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容
と
し
て
言
い
表
せ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
て
い
る
、
と
い
う
。
例
と
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
思
想
（
「
悲
劇
的
歴
史
観
」
）

　
本稿
の
冒
頭
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
「
神
の
国
」
で
　
　
や
東
洋
諸
宗
教
（
「
神
秘
的
歴
史
観
」
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
神

あ
る
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
、
「
神
の
国
」
と
　
　
秘
的
歴
史
観
」
で
は
、
両
義
性
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
、
実
存
は
、
究

いう
象
徴
に
よ
り
、
実
存
の
構
造
に
と
っ
て
積
極
的
に
意
味
あ
る
も
の
と
　
　
極
的
な
超
越
者
へ
す
で
に
還
っ
て
生
き
て
い
る
、
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
指
摘

な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
い
へ
の
答
え
は
、
「
神
の
国
」
　
　
し
て
い
る
（
↓
自
o
げ
ロ
8
ω
］
も
や
。
。
㎝
O
山
認
）
。
さ
ら
な
る
例
と
し
て
、
歴

・

．



史
は
出
来
事
の
一
連
に
す
ぎ
ず
、
実
存
に
は
影
響
し
な
い
と
す
る
「
機
械
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
問
い
を
「
実
存
に
と
っ
て
の
歴
史
の
意
味
の
問
い
」
と

的
歴
史観
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
味
と
は
、
「
実
存
に
と
っ
て
の
」
歴
史
の

　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
投
げ
か
け
る
歴
史
の
意
味
の
問
い
は
、
あ
く
ま
で
実
存
　
　
　
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
で
あ
る
と
限
定
す
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
と
っ
て
問
う

の

意
味
に
と
っ
て
の
歴
史
過
程
の
重
要
性
・
位
置
づ
け
が
問
題
で
あ
　
　
べ
き
こ
と
は
、
実
存
が
人
格
と
し
て
生
の
過
程
を
経
て
い
く
中
で
、
歴
史

　
ハ
　
りっ

た
。
し
た
が
っ
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
問
い
」
に
お
い
て
も
、
い
か
に
　
　
の
プ
ロ
セ
ス
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
ち
う
る
の
か
、
歴
史
の
動
態
が

歴
史
的
知を
獲
得
し
記
述
す
る
か
、
と
い
う
歴
史
認
識
の
問
題
が
主
眼
で
　
　
実
存
に
と
っ
て
な
ぜ
重
要
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
個
別
か
つ
特
殊

は

な

い

の

であ
る
。
ま
た
、
歴
史
全
体
を
貫
く
法
則
を
見
出
す
と
い
っ
た
　
　
　
な
歴
史
的
出
来
事
の
意
味
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
歴
史
全
体
の
意
味
に
つ

こ
と
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
そ
れ
ら
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
主
要
な
問
い
で
は
な
い
。
実
存
に
と
っ

　さ
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
観
に
つ
い
て
、
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
き
　
　
て
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
の
意
味
は
可
能
な
の
か
、
そ
の
根
拠
を
追
求
す
る
こ

た
が
、
彼
の
歴
史
観
は
、
同
時
代
の
思
想
家
た
ち
の
そ
れ
と
比
し
て
ど
の
　
　
と
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
哲
学
と
い
え
る
。

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
同
時
代
人
ら
と
共
に
、
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
観
の
独
自
性
に
つ
い
て
、
他
の
思
想
家
ら
の
歴
史

歴
史
主義
あ
る
い
は
歴
史
相
対
主
義
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
と
い
う
　
　
観
と
比
し
て
考
察
し
た
結
果
を
概
括
し
て
お
く
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
円
環

問
い
を
共
有
し
て
い
る
。
生
成
と
消
滅
を
繰
り
返
す
歴
史
の
経
過
の
中
で
、
　
　
的
ま
た
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
歴
史
観
を
と
る
こ
と
な
く
、
進
歩
史
観
の
立
場

実
存
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
歴
史
を
超
え
た
ど
こ
　
　
も
退
け
る
。
実
存
に
と
っ
て
、
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
の
意
味
が
い
か
に
可
能

か
に

意
味
根
拠を
求
め
る
か
、
ど
ち
ら
か
へ
帰
結
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
　
　
　
で
あ
る
か
と
い
う
探
求
、
な
ら
び
に
歴
史
が
ど
こ
へ
向
か
う
か
と
い
う
謎

う
な
問
題
意
識
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
同
時
代
人
を
結
び
つ
け
る
。
例
え
ば
　
　
ー
す
な
わ
ち
個
人
（
共
同
体
に
お
け
る
生
を
伴
う
個
人
）
に
と
っ
て
の
意

エリ
ア
ー
デ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
歴
史
と
は
、
個
人
や
集
団
の
運
命
を
左
　
　
味
と
、
普
遍
史
（
実
存
の
意
味
の
関
連
で
の
「
全
体
と
し
て
の
歴
史
」
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

右
す
る
災
難
や
苦
悩
の
連
続
と
い
う
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
期
　
　
し
て
の
意
味
ー
二
点
の
統
合
を
、
彼
は
目
指
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

の

人々

は
そ
れ
に
堪
え
忍
ぶ
す
べ
を
見
出
そ
う
と
試
み
て
き
た
、
と
捉
え
　
　
し
か
し
、
後
述
す
る
が
「
全
体
と
し
て
の
歴
史
」
と
は
何
か
、
に
つ
い
て

る
。
ま
た
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
や
ブ
ル
ト
マ
ン
は
、
「
全
体
と
し
て
の
歴
史
の
　
　
は
、
終
末
に
至
る
ま
で
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

意味
」
が
何
で
あ
る
の
か
に
は
答
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
に
お
い
て
テ
ィ
　
　
　
さ
て
本
稿
の
課
題
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
歴
史
に
関
し
て
提
示
し
た
問
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
リ

リ
ッ
ヒ
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
も
ま
た
「
全
体
と
　
　
　
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
生
は
、
本
質
的
要
素
と
実
存
的
要
素
の
混
合

し
て
の
歴
史
の
意
味
」
自
体
を
、
実
存
と
切
り
離
し
て
問
う
こ
と
は
な
い
。
　
　
で
あ
る
た
め
両
義
的
に
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
的
次
元
に
お
け
る

後
期テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



＝
一
八

生
から
も
両
義
性
が
生
じ
、
両
義
性
の
肯
定
的
・
否
定
的
の
二
面
性
ゆ
え
、
　
　
中
で
生
の
過
程
を
刻
み
、
人
格
に
と
っ
て
の
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
、

悲
劇
的
な出
来
事
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
、
　
　
　
そ
れ
が
歴
史
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
神
的
根
拠
と
の
再
統
合
（
H
Φ
ロ
巳
8
）

以
下
のよ
う
な
問
い
を
問
う
よ
う
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
　
　
の
過
程
か
ら
み
る
な
ら
、
人
間
の
歴
史
は
重
要
で
、
意
味
が
可
能
と
な
る
。

解
決
不能
な
両
義
性
か
ら
生
じ
る
悲
劇
に
満
ち
た
歴
史
と
は
、
実
存
の
意
　
　
　
本
質
的
な
も
の
と
の
再
結
合
と
い
う
観
点
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神

味
に
と
っ
て
重
要
な
事
柄
な
の
か
？
　
逆
に
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
な
ど
　
　
学
体
系
に
お
い
て
は
、
創
造
論
と
終
末
論
（
神
の
国
）
は
結
び
つ
け
ら
れ

仮
象
に

過ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
　
と
。
「
実
存
に
と
っ
て
の
歴
史
の
意
　
　
　
て
い
る
。
「
〈
ど
こ
か
ら
〉
と
〈
ど
こ
へ
〉
と
い
う
問
い
の
中
に
、
神
学
的

味
」
の
可
能
性
を
問
う
、
こ
れ
が
『
組
織
神
学
』
第
五
部
の
問
い
の
構
造
　
　
な
問
い
と
答
え
と
の
体
系
全
体
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
〈
ど
こ
へ
〉

であ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
不
可
分
に
〈
ど
こ
か
ら
〉
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
創
造
の
意
味
は
そ

　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
自
身
は
、
歴
史
の
動
態
は
重
要
で
あ
り
、
有
意
味
で
あ
る
　
　
　
の
最
後
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
〈
ど
こ
へ
〉
の
性
質
は
〈
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

と
い
う
積
極
的
な
形
で
答
え
を
示
そ
う
と
す
る
。
歴
史
過
程
に
意
味
な
ど
　
　
か
ら
〉
の
性
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
」
（
目
葭
o
ゴ
ロ
㊤
O
°
。
］
も
゜
b
。
㊤
O
）
。

見出
さ
な
い
と
い
う
答
え
も
、
勿
論
ひ
と
つ
の
可
能
な
答
え
で
あ
ろ
う
。

銚
騎
卍
灘
甑
雛
繋
趨
罐
C
講
穂
鞍
　
結
び
1
二
つ
の
「
神
の
国
丁

捉え
る
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
解
答
を
見
出
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
歴
史
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
し
、
な
ぜ
「
神
の
国
」

し
て
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
こ
の
世
に
お
け
る
生
を
生
き
抜
き
、
共
同
体
　
　
の
象
徴
が
適
切
だ
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
神
の
国
」
の
象
徴
が
、

に

おけ
る
生
を
生
き
抜
い
て
、
両
義
性
に
満
ち
た
歴
史
過
程
を
、
少
し
で
　
　
過
去
－
現
在
－
未
来
の
射
程
を
含
み
、
一
個
人
の
生
を
さ
ら
に
包
括
す
る

も
正
義
へ
と
改
変
し
て
い
く
根
拠
を
も
求
め
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
体
的
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
か
ら
、
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た

　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
歴
史
的
生
が
尊
重
さ
れ
る
所
以
を
、
「
神
の
国
」
の
象
　
　
「
神
の
国
」
の
象
徴
と
い
っ
て
も
、
こ
の
象
徴
を
ど
う
理
解
す
る
か
に
よ
っ

徴
に
求
め
る
。
と
い
う
の
も
、
歴
史
的
生
の
過
程
は
、
生
が
神
か
ら
出
て
　
　
て
、
問
い
に
適
切
な
答
え
と
な
る
か
否
か
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

神
へ
と
戻
っ
て
い
く
途
上
に
お
い
て
は
、
一
回
的
で
あ
り
重
要
と
さ
れ
る
　
　
ば
、
「
神
の
国
」
は
す
で
に
到
来
し
、
歴
史
内
に
新
し
い
段
階
な
ど
期
待
し

から
で
あ
る
。
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
い
か
に
悲
劇
的
で
、
過
ち
多
き
も
　
　
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
人
間
の
歴
史
の
ダ
イ
ナ

の

でも
、
人
間
の
生
は
、
永
遠
の
安
ら
ぎ
で
あ
る
よ
う
な
「
夢
見
る
無
垢
」
　
　
ミ
ク
ス
な
ど
無
意
味
と
な
ろ
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
主
張
す
る
「
神
の
国
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

（
脅
＄
目
冒
α
q
ヨ
8
0
曾
8
）
で
は
な
く
、
一
個
の
人
格
と
し
て
、
共
同
体
の
　
　
　
の
象
徴
は
、
歴
史
の
内
に
お
け
る
、
ま
た
歴
史
を
超
え
た
、
二
重
の
「
神



の国
」
で
あ
る
と
強
調
さ
肱
疑
。
最
後
に
、
彼
に
と
っ
て
「
神
の
国
」
の
　
　
前
方
へ
と
進
む
が
、
こ
れ
は
単
純
な
進
歩
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

象
徴
が
二
重
で
あ
る
理
由
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
我
々
が
何
を
な
そ
う
と
も
、
生
の
両
義
性
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
な
ら

　
「
歴
史
を
超
え
た
神
の
国
」
の
象
徴
に
よ
っ
て
は
、
生
が
向
か
う
先
、
生
　
　
ば
、
我
々
は
や
は
り
、
こ
の
世
の
実
際
の
生
は
無
意
味
だ
と
考
え
る
か
も

の

成就
が
示
さ
れ
る
。
生
が
向
か
う
先
つ
ま
り
「
歴
史
の
目
標
」
と
は
、
　
　
　
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
基
準
と
し
て
の
「
神
の
国
」
が
与
え
ら
れ
な
け
れ

「
存在
と
意
味
の
神
的
根
拠
と
の
再
結
合
」
（
↓
自
o
げ
ロ
O
①
ω
］
も
゜
°
。
認
）
と
　
　
ば
、
我
々
は
何
を
な
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に

さ
れ
て
い
る
。
存
在
は
創
造
さ
れ
、
そ
し
て
神
の
国
へ
と
至
る
と
い
わ
れ
　
　
と
っ
て
、
「
歴
史
を
超
え
た
神
の
国
」
と
い
う
象
徴
と
、
「
歴
史
の
内
な
る

る
の
で
あ
る
。
個
別
な
存
在
は
、
無
制
約
的
な
意
味
根
拠
や
、
永
遠
的
な
　
　
神
の
国
」
と
い
う
象
徴
の
両
者
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
両
義
的
な
生
の
問
題

も
の
と
の
関
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
た
だ
生
成
し
消
滅
し
て
い
く
無
数
の
も
　
　
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
「
歴
史
の
意
味
の
問
い
」
は
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ

の
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
の
意
味
は
与
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
　
　
　
る
。
二
つ
の
「
神
の
国
」
の
答
え
は
、
実
存
の
意
味
根
拠
ま
た
基
準
と
な

永
遠
的
なも
の
に
安
ら
っ
て
い
る
状
態
は
、
現
実
的
存
在
と
し
て
の
生
で
　
　
る
「
答
え
」
と
し
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
な
い
。
超
越
的
な
も
の
と
の
同
一
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
個
的

人格
は
永
遠
の
意
味
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
献
表
（
一
次
資
料
）

　さ
ら
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
内
的
な
神
の
国
」
の
象
徴
は
、
こ
の
世
に
お
　
　
目
旨
o
r
℃
p
。
巳

け
る
生
か
ら
の
退
避
で
は
な
く
、
正
義
を
実
現
す
る
場
へ
と
、
歴
史
を
変
　
　
H
O
b
。
劇
．
団
目
ω
け
↓
容
匹
け
ω
o
巨
く
Φ
お
賃
o
ゴ
Φ
貯
興
o
q
鉱
ω
8
ω
α
Q
Φ
ω
o
ぼ
o
げ
岳
9
0
口

え
て
い
く
根
拠
と
さ
れ
る
。
人
間
の
生
は
、
神
と
の
再
統
合
の
途
上
に
あ
っ
　
　
　
　
≦
q
民
凶
讐
づ
α
q
、
．
鵠
O
禽
織
ミ
ミ
魁
尉
春
幕
鴨
b
d
o
巳
×
鍔
国
く
山
昌
α
q
Φ
甲

て

「
夢見
る
無
垢
」
で
は
な
く
、
自
由
に
規
範
に
従
う
こ
と
や
、
人
格
に
　
　
　
　
ω
o
冨
ω
＜
臼
冨
o
q
ω
≦
Φ
時
ω
け
ロ
＃
o
q
鋤
昼
H
零
H
．

と
っ
て
の
何
か
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
　
　
H
O
目
留
鷺
§
黛
欝
§
S
喧
ト
目
げ
Φ
q
巴
く
°
o
h
O
匪
8
0
q
o
男
お
ω
ω
゜

え
人
間
に
、
倫
理
的
行
為
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
の
過
　
　
　
同
O
宅
留
§
§
導
§
S
§
自
り
↓
ゴ
Φ
d
口
罫
o
眺
〇
三
8
0
q
o
℃
お
ω
ω
’

程
そ
の
も
の
が
肯
定
さ
れ
よ
う
と
も
、
実
際
に
個
人
ま
た
集
団
が
、
あ
る
　
　
冨
α
。
。
留
鷺
§
貸
謎
q
ミ
§
S
§
N
＼
自
嚇
堵
巴
叶
窪
α
o
O
遷
旨
①
が
切
o
雫

べき
方
向
に
向
か
う
の
か
は
知
り
え
な
い
。
人
間
の
自
由
ゆ
え
、
人
間
の
　
　
　
　
巨
＼
乞
Φ
≦
嘱
R
ぎ
H
O
°
。
S

歴
史は
単
な
る
因
果
で
は
な
い
が
、
こ
の
自
由
は
、
同
時
に
ど
の
よ
う
な
　
　
H
㊤
①
ω
留
鷺
§
袋
欝
§
S
喧
臼
℃
↓
ず
Φ
q
艮
タ
o
h
O
ぼ
〇
四
α
q
o
勺
お
ω
ψ

歴
史を
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
人
間
の
責
任
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
歴
史
　
　
お
O
O
留
§
§
瀞
“
曹
§
S
譜
蝕
日
唱
零
聾
霞
α
Φ
O
歪
旨
Φ
」
じ
d
Φ
ユ
｛
口
＼

的
生
の

過程
は
、
自
己
統
合
・
自
己
創
造
・
自
己
超
越
を
繰
り
返
し
つ
つ
　
　
　
　
客
①
妻
団
o
蒔
し
㊤
。
。
S

後
期テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



＝
二
〇

　
　
　
　
　
　
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同
様
に
、
両
者
の
ど
ち
ら
を
欠
い
て
も
成
り
立
ち
得
な
い
相
互
依
存

（1
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
発
展
段
階
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
に
よ
る
　
　
　
　
関
係
と
捉
え
る
。
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
中
心
化
、
個
別
化
さ
れ
た

　
　
区
分
に
依
拠
し
て
い
る
。
一
九
四
六
－
六
〇
年
（
問
い
1
答
え
の
図
　
　
　
　
人
格
的
存
在
で
あ
る
ゆ
え
に
、
他
者
と
同
一
化
さ
れ
な
い
独
自
な
個

　
　
式
の
体
系
構
築
期
）
ま
で
が
「
後
期
」
、
】
九
六
〇
1
六
五
年
（
宗
教
　
　
　
　
人
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
人
間
は
、
人
格
と
し
て
自
己
を
実
現
す
る

　
　
史
・
諸
宗
教
の
宗
教
へ
の
移
行
期
）
の
間
が
「
晩
年
期
」
と
分
け
ら
　
　
　
　
た
め
に
は
、
他
者
や
自
分
が
そ
こ
に
属
す
る
集
団
へ
の
参
与
を
必
要

　
　
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
六
三
年
出
版
の
『
組
織
神
学
』
第
三
巻
を
中
　
　
　
　
と
す
る
。
個
人
は
他
者
と
の
関
わ
り
な
く
し
て
人
格
た
り
え
ず
、
参

　
　
心
と
す
る
分
析
で
あ
る
が
、
「
後
期
」
に
構
築
さ
れ
た
組
織
神
学
体
系
　
　
　
　
与
は
人
間
の
社
会
的
機
能
の
現
れ
で
あ
り
、
人
間
に
と
っ
て
必
然
か

　
　
が
一
貫
し
て
い
る
も
の
と
し
て
扱
い
、
「
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
」
と
表
記
　
　
　
　
つ
本
質
的
と
さ
れ
る
。

　
　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
可
能
的
に
存
在
す
る
歴
史
的
次
元
、
す
な
わ
ち
無
機
的
次
元
に
お

　
　

芦名
定
道
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
弁
証
神
学
の
挑
戦
』
創
文
社
、
一
九
　
　
　
　
け
る
鉱
物
の
変
化
や
有
機
的
次
元
に
お
け
る
生
物
の
新
種
な
ど
も
、

　
　
九
五
年
、
一
六
六
頁
、
『
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
2
』
聖
学
院
出
　
　
　
　
「
新
し
い
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
「
人

　
　
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
＝
一
頁
参
照
。
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
の
歴
史
」
に
お
け
る
新
し
い
も
の
と
こ
れ
ら
と
を
区
別
す
る
。
人

　　
　
ま
た
、
『
組
織
神
学
』
は
、
第
一
巻
第
一
部
「
理
性
と
啓
示
」
、
第
　
　
　
　
間
の
歴
史
に
お
け
る
新
し
い
も
の
の
生
産
は
、
人
格
に
と
っ
て
の
意

　　
二
部
「
存
在
と
神
」
、
第
二
巻
「
実
存
と
キ
リ
ス
ト
」
、
第
三
巻
第
四
　
　
　
　
味
の
新
し
い
実
現
で
あ
る
。
完
全
に
現
実
化
し
た
人
間
の
歴
史
に
お

　
　
部
「
生
と
霊
」
、
第
五
部
「
歴
史
と
神
の
国
」
で
構
成
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
い
て
は
、
た
だ
何
か
が
生
成
し
た
り
変
化
し
た
り
す
る
プ
ロ
セ
ス
だ

（2
）
　
「
次
元
」
と
は
、
実
際
に
実
在
が
そ
う
い
っ
た
構
造
で
あ
る
と
い
う
　
　
　
　
け
で
な
く
、
新
し
い
も
の
が
「
創
造
」
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要

　
　
よ
り
、
主
体
の
物
の
観
方
を
示
す
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
想
定
さ
れ
て
　
　
　
　
な
要
素
で
あ
る
。

　　
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
「
自
己
統
合
」
の
機
能
は
、
自
己
同
一
性
か
ら
出
て
自
己
変
化
を
経

（3
）
　
こ
の
よ
う
に
、
「
生
」
の
概
念
の
定
義
づ
け
は
、
人
間
と
自
然
（
さ
　
　
　
　
　
て
自
己
同
一
性
へ
と
還
る
は
た
ら
き
を
な
す
。
す
な
わ
ち
中
心
か
ら

　
　
ら
に
宇
宙
も
含
め
）
が
隔
絶
す
る
事
態
を
避
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
　
　
　
　
中
心
へ
の
循
環
運
動
で
あ
っ
て
、
ま
た
内
在
的
に
自
己
を
超
越
す
る

　
　
も
の
で
も
あ
る
（
↓
団
霞
o
げ
ロ
8
ω
］
も
゜
旨
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
で
あ
る
。
そ
し
て
「
自
己
創
造
」
の
機
能
は
、
新
た
な
自
己
の

（4
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
人
間
存
在
の
あ
り
方
に
お
い
て
、
「
個
別
化
と
参
　
　
　
　
中
心
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
は
た
ら
き
を
な
す
。
こ
れ
は
新
し
い
中

　
　
与
」
は
相
関
す
る
両
極
で
あ
る
と
し
、
個
人
と
共
同
体
（
集
団
）
も
　
　
　
　
心
を
生
み
出
す
水
平
方
向
の
運
動
で
あ
り
、
ま
た
前
段
階
を
水
平
的



　
　に
超
越
す
る
運
動
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
自
己
超
越
」
の
機
能
は
、
有
　
（
1
1
）
『
組
織
神
学
』
体
系
内
に
お
い
て
は
、
「
実
存
に
と
っ
て
の
歴
史
の

　
　限
的
生
と
し
て
の
自
己
を
垂
直
的
に
超
越
す
る
運
動
と
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
意
味
」
が
主
眼
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
前
期
の
思
想
に
お
い
て
は
、

（7
）
　
実
存
の
条
件
下
に
あ
り
つ
つ
本
質
的
要
素
を
失
っ
て
は
い
な
い
と
　
　
　
　
歴
史
に
お
け
る
動
的
真
理
の
問
題
な
ど
、
歴
史
認
識
の
問
題
も
扱
わ

　　
い
う
生
の
在
り
方
ゆ
え
、
生
は
肯
定
的
な
も
の
と
否
定
的
な
も
の
が
　
　
　
　
れ
て
は
い
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
取
り
上
げ
な
い
。

　
　
不
可分
に
混
在
す
る
「
両
義
性
」
（
四
9
楠
碧
凶
蔓
）
を
免
れ
な
い
。
テ
ィ
　
　
　
（
1
2
）
　
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
古
代
期
の
人
々
が
歴
史
の
苦
悩
に
耐
え

　
　リ
ッ
ヒ
が
扱
う
現
実
の
生
は
、
「
両
義
性
の
中
で
現
れ
た
生
」
で
あ
る
。
　
　
　
　
る
手
段
は
「
祖
型
（
≧
o
冨
け
遇
①
ω
）
と
反
復
」
と
さ
れ
る
。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ

　　
こ
の
「
両
義
性
」
と
は
、
あ
る
事
柄
が
肯
定
的
で
あ
っ
て
、
ま
た
別
　
　
　
　
ト
や
ブ
ル
ト
マ
ン
の
二
人
は
、
「
全
体
と
し
て
の
歴
史
の
意
味
」
が
何

　　
の
事
柄
が
否
定
的
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
肯
定
と
否
定
と
が
切
り
　
　
　
　
で
あ
る
の
か
に
は
答
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
に
お
い
て
、
テ
ィ
リ
ッ

　
　離
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
一
の
事
柄
が
同
時
に
肯
定
的
で
も
否
定
的
　
　
　
　
ヒ
と
同
様
の
場
に
立
つ
だ
ろ
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
も
ま
た
、
実
存
と
分

　　
で
も
あ
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
し
た
「
全
体
と
し
て
の
歴
史
の
意
味
」
と
は
何
か
、
と
は
問
わ
な

（8
）
　
幾
つ
か
の
先
行
研
究
で
も
問
い
旺
両
義
性
と
の
見
解
が
あ
る
（
近
　
　
　
　
い
。
個
別
か
つ
特
殊
な
歴
史
的
出
来
事
の
意
味
、
あ
る
い
は
全
体
と

　
　
藤
勝
彦

『歴
史
の

神
学
の

行方
』
教
文
館
、
一
九
九
三
年
、
藤
倉
恒
　
　
　
　
し
て
の
歴
史
の
意
味
は
、
両
者
が
統
合
さ
れ
な
い
単
独
の
問
い
と
し

　
　
雄

『テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
組
織
神
学
」
研
究
』
新
教
出
版
社
、
一
九
八
　
　
　
　
て
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
主
要
な
問
い
で
は
な
い
（
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
試

　　
八
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
は
、
個
別
的
出
来
事
の
特
殊
性
、
「
カ
イ
ロ
ス
」
に
お
い
て
表
現
さ

（9
）
　
「
我
々
の
歴
史
的
実
存
の
悲
劇
的
両
義
性
を
経
験
し
、
そ
し
て
実
存
　
　
　
　
れ
る
意
味
と
、
歴
史
の
目
標
、
テ
ロ
ス
の
普
遍
性
と
の
統
合
を
模
索

　　
の
意
味
を
全
的
に
問
う
た
者
の
み
が
、
「
神
の
国
」
と
い
う
象
徴
が
何
　
　
　
　
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
ま
た
ブ
ル
ト
マ
ン
の
如
く
、
現
在
の
瞬
間
を

　　
を
意
味
す
る
か
を
理
解
で
き
る
」
（
↓
自
o
げ
ロ
8
巳
も
6
b
。
）
参
照
。
　
　
　
　
　
決
断
の
瞬
間
と
捉
え
、
こ
の
実
存
の
決
断
に
お
い
て
歴
史
の
意
味
を

（1
0
）
　
「
非
歴
史
型
歴
史
観
」
と
は
、
一
見
奇
異
な
語
に
も
思
わ
れ
る
。
ギ
　
　
　
　
見
出
す
わ
け
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
最
終
的
な
歴
史
の
目
標
に
つ

　　
リ
シ
ャ
思
想
・
東
洋
神
秘
思
想
に
お
い
て
も
「
歴
史
」
に
つ
い
て
の
　
　
　
　
い
て
は
、
『
組
織
神
学
』
の
体
系
内
に
お
け
る
「
問
い
」
の
部
分
、
「
歴

　
　
見
方
は
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
「
歴
史
観
」
に
は
違
い
な
い
。
が
テ
ィ
　
　
　
　
史
の
意
味
の
問
い
」
の
範
囲
で
は
な
い
。
歴
史
の
テ
ロ
ス
に
つ
い
て

　　
リ
ッ
ヒ
の
考
え
る
よ
う
な
、
歴
史
の
目
標
と
実
存
に
と
っ
て
の
歴
史
　
　
　
　
は
、
「
答
え
」
の
箇
所
に
お
い
て
示
さ
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
成
就

　　
の
意
味
が
問
わ
れ
る
「
歴
史
」
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で
「
非
歴
　
　
　
　
と
し
て
の
終
宋
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

　
　
史
」
的
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困
猷
α
P
ロ
㊤
お
H
§
恥
さ
ミ
駄
き
鴨
肉
紺
§
ミ
肉
恥
ミ
§
レ
㊤
α
倉

後
期テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
＝



＝
二
二

　
娼

b9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ8
『
］
も
や
ω
。
。
ゐ
①
）
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
b
d
三
§
9
目
”
図
¢
α
o
隊
円
ロ
O
㎝
㎝
］
壽
貯
韓
§
駄
穿
偽
ぎ
誉
§
°
　
　
（
1
5
）
　
創
造
と
「
歴
史
を
超
え
た
神
の
国
」
（
終
末
）
は
全
く
同
一
で
は
な

　
　
§
鳴
㌧
§
§
ミ
駄
肉
欝
§
電
”
お
釦
8
出
餌
趨
臼
卿
切
H
o
些
曾
ω
゜
　
　
　
　
　
　
い
。
生
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
も
の
が
、
神
の
国
（
終
末
）

　
　
い
α
急
貸
国
四
臣
［
H
O
お
］
℃
ミ
§
ミ
画
鳶
§
雰
な
心
闇
↓
げ
Φ
d
巳
タ
o
h
　
　
　
　
に
付
加
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

O
眠
8
m
q
o
勺
話
ω
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
「
歴
史
内
的
」
と
は
、
神
の
国
が
「
歴
史
の
動
態
に
関
与
し
て
い
る
」

　
　
い
α
蓋
9
囚
効
ユ
ロ
㊤
α
゜
。
］
噂
き
奮
ミ
帖
審
討
§
鈍
隷
帖
奮
簿
寧
　
　
　
　
こ
と
、
「
歴
史
超
越
的
」
と
は
、
神
の
国
が
「
歴
史
の
動
態
の
両
義
性

　　
瀞
§
憎
惣
§
ミ
寒
恥
曾
勘
惑
§
や
9
甲
竃
Φ
言
一
臼
ω
o
ゴ
Φ
＜
Φ
ユ
動
σ
q
ω
・
　
　
　
　
に
含
ま
れ
て
い
る
問
い
に
答
え
る
」
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て

　
げ
9
げ
げ
O
コ
已
⊆
ロ
o
q
匂
ω
け
β
零
α
q
緕
。
誹
℃
H
㊤
Q
o
ω
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

（1
3
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
歴
史
の
普
遍
性
と
個
別
的
出
来
事
の
特
殊
性
を

　
統
合
す
る
ト
レ
ル
チ
の
試
み
を
思
想
的
に
継
承
す
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

　
自
身
の
ト
レ
ル
チ
に
対
す
る
評
価
は
、
、
．
国
ヨ
偉
↓
「
o
Φ
密
o
巨
く
Φ
雫

　
o
。賃
o
げ
Φ
ぎ
Φ
N
α
q
Φ
凶
曾
Φ
ω
o
q
Φ
ω
o
甑
o
ゴ
什
一
団
o
ゴ
Φ
郡
蓼
同
島
窟
α
Q
．
、
［
H
㊤
N
出
讐
な

　　
ど
に
み
ら
れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
ト
レ
ル
チ
の
生
涯
の
課
題
と
な
っ

　　
た
の
は
、
歴
史
哲
学
に
お
け
る
絶
対
的
な
も
の
と
相
対
的
な
も
の
と

　　
の
緊
張
の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
、
ト
レ
ル
チ
は
、
「
創
造
的
総
合
」

　　
（
ω
o
げ
α
旨
巴
ω
o
ゴ
Φ
p
ω
旨
臣
Φ
ω
Φ
）
に
よ
っ
て
、
個
的
な
も
の
が
自
ら
の

　
内
に
同
時
に
普
遍
的
な
も
の
を
担
う
と
い
う
解
決
を
見
出
そ
う
と
し

　　
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。
が
、
ト
レ
ル
チ
の
、
歴
史
主
義
で
は
、
神

　
　
的な
も
の
は
精
神
的
生
の
根
拠
と
意
味
と
し
て
現
れ
る
が
、
精
神
的

　
　生
へ
の
突
入
（
U
昌
o
げ
げ
把
o
げ
）
と
は
な
ら
な
い
地
点
に
留
ま
っ
て
い

　　
る
、
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
指
摘
す
る
（
↓
ま
9
ロ
㊤
漣
］
”
o
o
ψ
H
O
°
。
－
H
謡
）
。

（1
4
）
　
堕
罪
以
前
の
エ
デ
ン
の
ア
ダ
ム
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
間
が

　
　
己
の自
由
と
罪
に
目
覚
め
る
以
前
の
可
能
的
状
態
を
指
す
（
↓
凶
霞
o
ゴ


